
資料１ 
2021 年 8 月 30 日 

輸送容器①の設計承認申請に関する説明資料 

 

京都大学複合原子力科学研究所 

 

輸送容器①の設計承認申請について、これまでのヒアリングのコメント等に、京都大学

が輸送するものだけを記載する内容に変更する。以下、各章について、資料のとおり説明

する。 

 

イ章 

収納物の記載を京都大学が輸送するものだけに変更する。これに合わせて図表を大幅に削

除。 

 

ロ章 A～G 

基本的な方針として、京都大学が輸送するものだけに変更する。 

構造解析 の記載を削除した。 

熱解析：収納物の数のみを変更した。 

密封解析：燃料板表面の放射能について、一般、特別の条件下共に、京都大学の数値を記

載する。また、低照射された燃料についても の値を使用した。 

遮蔽解析：京都大学が輸送するものだけに変更する。評価値については、これまでの値を

代表燃料要素として、保守的な値を採用した。 

臨界解析： の記載を削除し、京都大学が輸送するものだけの評価値に変更する。 

これに合わせて図面等を大幅に削除。 

 

経年変化：上記の記載に合わせて、記載を変更する。 

なお、使用年数は 30 年、使用頻度は年 3回、一輸送の期間を 100日と設定する。 

ステンレス鋼については、金属キャスク構造規格等の記載から、熱、腐食についても影響

がない。中性子照射量は で、材料に影響がでるレベルの 1015を大きく下回

る ついては、ステンレスに覆われているため、腐食はな

い。放射線についても影響はない。熱的に変化について、現在企業に問い合わせ中。 

 

規則及び告示に対する適合性の評価：上記の記載に合わせて、京都大学の評価ベースで記

載を変更。 

 

ハ章、二章 大きな変更はなし。 

 

以上 



 

 

 

 

 

 

 

イ章 核燃料輸送物の説明 
 

 





 

(ｲ)－Ａ－2 

輸送容器に収納する燃料には、研究用原子炉の燃料要素として低濃縮ウラン燃料

（以下「ＬＥＵ燃料」という）がある。これらの燃料については、使用目的から標準

燃料要素、特殊燃料要素及び半装燃料要素に区別される。また、

 

輸送容器に収納する核燃料物質の種別及び数量は、次の何れかとする。 

(a) 研究用原子炉未照射新燃料 ··························  

新燃料は、公称濃縮度が等しいもののみが収納される。 

(b) 

   (c) 

 (12) 輸送容器に収納する核燃料物質等の仕様 

核燃料物質の仕様を(ｲ)－第 A.1表に示す。 

 (13) 輸送形態 

(a) 輸送方式 

海上輸送は貨物船により、陸上輸送は貨物自動車によりいずれも専用積載で行わ

れる。 

(b) 積載方式 

輸送容器は専用の固縛用具により緊縛固定される。 
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（イ）－第 A.1表 輸送容器に収納する核燃料物質等の仕様（1/3）（研究用原子炉未照射新燃料） 

原子炉 

燃料要素 

全装荷数（体／容器） 

種類 

燃料芯材 

性状 

重 

量 

235U重量（g以下

／容器） 

U重量（g以下

／容器） 
235U重量（g以下

／体） 

U重量（g以下

／体） 

濃縮度（wt％以下） 

放射能

の量 

総量（GBq以下

／容器） 

主要な核種 

（GBq 以下／

容器） 

燃焼度（％以下） 

発熱量（W以下／容器） 

冷却日数（日） 

・一つの輸送容器に収納することができる核燃料物質は、原子炉毎に、種類及び濃縮度が同じ場合にのみ異なる燃料要素等を混載することができる。 

・重量及び発熱量は、収納する燃料要素等毎の重量及び発熱量の最大値を混載本数で案分した値とする。 
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（イ）－第 A.1表 輸送容器に収納する核燃料物質等の仕様（3/3）  

項目 仕様 

※１：２０２１年４月時点 





 

(ｲ)－Ｄ－1 

(ｲ)－Ｄ．輸送容器の収納物 

D.1 研究用原子炉未照射新燃料 

輸送容器の収納物のうち研究用原子炉未照射新燃料は、ＫＵＲに装荷される 、

である。 

燃料芯材は である。 

 

 

標準燃料要素、特殊燃料要及び半装燃料要素（以下「燃料要素等」という）は、

で取付けて組立てる。 

燃料要素等は、 等の周辺緩衝材で包装し、ポリエチレン（保護シ

ート）等の有機高分子化合物等の袋に入れ、輸送容器の燃料バスケットに収納される。 

なお、燃料要素等を収納する場合には、燃料要素等の上部及び下部側に

のスペーサを組み込み、輸送時の衝撃を吸収するとともに、長さを調整し、燃料要素等を

固定する。また、燃料要素等を収納する場合には、バスケット孔内にあらかじめ(ｲ)－第

D.1 図に示す金属スペーサ ）を入れ、その金属ス

ペーサの中に燃料要素を収納する。 

輸送容器の安全性評価に用いた収納物である燃料要素等の仕様を(ｲ)－第 D.1表に示す。 
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(ｲ)－第 D.1表 収納物の燃料要素仕様（研究用原子炉未照射新燃料） 

分
類 

燃料ﾊﾞｽｹｯﾄ 

原子炉 

 

項 目 

形 式 

全装荷数(体/容器) 

種 類 

核

的 

仕

様 

U-235濃縮度 

(wt%) 

U-235含有量 

(g/体) 

U-含有量 

(g/体) 

燃焼度 

発熱量 

冷却日数 

放射能の量(GBq/容器) 

材 

 

 

質 

燃料芯材 

被覆材 

側板、取付板等 

可燃性吸収体 

形

状 

燃料断面形状 

参 照 図 

燃料重量(kg/体) 









 

(ｲ)－Ｄ－7 

 

(ｲ)－第 D.3表 収納物の燃料要素仕様  

分
類 

燃料ﾊﾞｽｹｯﾄ 

種類 

形 式 

全装荷数(枚/容器) 

種 類 

核

的 

仕

様 

U-235濃縮度 

(wt%) 

U-235含有量 

(g/枚) 

U-含有量 

(g/枚) 

燃焼度(％) 

発熱量(w／容器) 

冷却日数(日) 

放射能の量(GBq/容器)

材 

 

 

質 

燃料芯材 

被覆材 

側板,取付板等 

可燃性吸収体 

形

状 

燃料断面形状 

参 照 図 

燃料重量(g/枚) 
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(ｲ)-第 D.2図 ＫＵＲ標準及び半装燃料要素（  



 

 

(
イ

)
－
Ｄ
－

9 

(ｲ)-第 D.3図 ＫＵＲ特殊燃料要素  
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(ｲ)－第 D.4図   
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(ｲ)－第 D.5図   
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(ｲ)－第 D.6図   



 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 熱  解  析 
 

 



 

(ﾛ)－Ｂ－1 

(ﾛ)－Ｂ．熱 解 析 

 B.1 概  要 

本解析では、本輸送物が規則に定められた一般の試験条件下及び特別の試験条件下に

おいて熱的性能を満足し、輸送物が健全であることを示す。 

本輸送容器は、「乾式」タイプの輸送容器であり、輸送物としては で固縛

装置に固定されて輸送される。したがって、本解析は で解析する。 

  B.1.1 熱 設 計 

本輸送容器の構成を(ﾛ)－第 B.1 図に示す。本輸送容器は、同図に示すように本体、

内容器蓋、燃料バスケット及び外容器蓋等により構成されている。なお、燃料バスケ

ット２については、燃料バスケット１と同様の形状で大きな差異はないため、燃料バ

スケット１と同様の取り扱いとする。 

本輸送物の熱設計上の特徴を以下に示す。 

(1) 収納物である燃料要素等は、(ｲ)章Ｄに示す通り 6種類あるが、これら収納物か

ら発生する崩壊熱は微小であるため、解析上は収納物からの発熱を無視する。 

(2) 輸送物の伝熱（(ﾛ)－第 B.2図参照） 

(a) 輸送物への入熱は、太陽放射熱及び特別の試験条件下における火災時の熱で

ある。 

(b) 輸送物外表面の熱は、伝導により内容器本体及び内容器蓋の内面まで伝えら

れる。 

  





 

(ﾛ)－Ｂ－23 

  B.5.4 最大内圧 

特別の試験条件下における最大内圧の評価に当っては、容器内空気の熱膨張による

圧力を考慮し、付属書類 B.6.4に示す計算にて求めた。 

その結果、容器内圧力は、 となる。したがって、この圧力は設計

圧力 より小さいので、各部の健全性は維持される。 

 

  B.5.5 最大熱応力 

特別の試験条件下における熱応力は、(ﾛ)章の A.6.3項で述べたように、構造強度に

悪影響を与えることはない。 

 

  B.5.6 結果の要約及びその評価 

特別の試験条件下における熱解析の結果に基づく評価は、以下に示す通りであり、

構造強度及び密封性能に悪影響を与えないことを確認した。 

(1) 温  度 

本輸送物の特別の試験条件下における各部の最高温度を(ﾛ)－第 B.12 表に、ま

た、特別の試験条件下における各部の温度履歴を(ﾛ)－第 B.4図に示した。 

特別の試験条件下における燃料バスケットの最高温度は火災発生後約 間

で に達する。本解析では、燃料バスケット内部を断熱条件としているので、

実際の収納物である の温度は、燃料バスケットの最高温度 を超え

ることはない。 

この燃料温度は京都大学複合原子力科学研究所の研究炉で使用する の

ブリスタ発生温度としている温度（以下「燃料の許容温度」という。 に比

べて低い値である。したがって、収納物は健全である。 

また、内容器蓋Ｏリング部の最高温度は火災発生後約 間で に達す

る。この温度は Ｏリングの事故時使用温度 を超えない。し

たがって、特別の試験条件下においても内容器蓋Ｏリングは健全であり、本輸送

容器の密封性は維持される。 



 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 密 封 解 析 
 

 



















 

(ﾛ)－Ｃ－20 

(ﾛ)－第 C.13表 特別の試験条件における放射性物質の漏えい率 

核  種 
放射能濃度 

（ＴＢｑ／cm3） 

漏えい 率 

(ＴＢｑ／week） 

基 準 値(Ａ２) 

(ＴＢｑ／week） 
比 率 

 



 

(ﾛ)－Ｃ－21 

(ﾛ)－第 C.14表 特別の試験条件における放射性物質の漏えい率 

核種 
放射能濃度 

（TBq/cm3） 

漏えい率 

（TBq/week） 

基準値（Ａ2） 

（TBq/week） 
比 率 

 





 

 

 

 

 

 

Ｄ 遮 蔽 解 析 
 









 

(ﾛ)－Ｄ－6 

(ﾛ)－第 D.6表 ウラン同位体のガンマ線放出割合 

ウラン同位体 ガンマ線エネルギ(MeV) ガンマ線放出割合(Photons/decay) 

 

(ﾛ)－第D.7表 代表燃料要素1体当たりのウラン同位体によるガンマ線源強度 

ｴﾈﾙｷﾞ γ線源強度 

（MeV） (Photons/s) 

 





 

(ﾛ)－Ｄ－8 

(b) 核分裂生成物からのガンマ線 

代表燃料要素は照射時間及び冷却時間は以下の通りである。 

(ⅰ)  302時間照射（100W換算）(0.0013MWd） 冷却時間 15年 

(ⅱ) 100時間照射（100W換算）（0.0005MWd） 冷却時間 ４年 

これら２つ燃料要素についてＯＲＩＧＥＮで核分裂生成物の放射能を計算した。 

ただし、 

①  燃料要素の運転中のピーキング係数を 2.00とする。 

②  主要核種の放射能をスケーリングして 100%として主要核種以外の核種の放射

能の影響を考慮する。 

このうち放射能の高い方を代表燃料要素の核分裂生成物の放射能とした。主要な

核種の放射能とガンマ線強度を表(ﾛ)－第 D.11表に示す。 

(ﾛ)－第 D.11表 ＯＲＩＧＥＮによる核分裂生成物の放射能等 

主要核種 
ｶﾞﾝﾏ線ｴﾈﾙｷﾞ

（MeV） 
放出率(%) 

ORIGENの放

射能（Bq) 

スケーリ

ング係数＊ 
Photons/s 





 

(ﾛ)－Ｄ－10 

本計算では安全側に実効増倍率を として、中性子源強度に中性子の増倍効果

慮する。 

(ﾛ)－第 D.1図 核分裂中性子のエネルギスペクトル 

 

(2) 低照射された燃料要素装荷時 

ガンマ線源強度と同様に、代表燃料要素を用いて評価を実施した。 

中性子源として考慮する必要があるのはウラン等の自発核分裂による中性子の放

出である。それらの同位体の自発核分裂放出率を(ﾛ)－第 D.13表(3) に示す。 

(ﾛ)－第 D.13表 ウラン等同位元素の自発核分裂放出率 

ウラン同位体 234Ｕ 235Ｕ 236Ｕ 238Ｕ 

 

放射能のより保守的な代表燃料要素 1体当りの中性子源強度を想定する。その値は

とする。その自発核分裂による中性子源強度は D.2.3(1)と同様の手法で算

出した。 

0.00
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0.40
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ｎ
（
Ｅ
）
 

核分裂中性子ｴﾈﾙｷﾞ(MeV) 



 

(ﾛ)－Ｄ－11 

D.3 モデル仕様 

D.3.1 解析モデル 

(1）ガンマ線による線量当量率 

ガンマ線の遮蔽計算には ANISNコード(5)を用いる。一般の試験条件及び特別の試験

条件で、外容器が変形することを考慮し、通常の輸送条件、一般の試験条件及び特別

の試験条件とも、内容器表面を輸送物表面として、線量当量率の評価を行う。ガンマ

線遮蔽計算モデルを(ﾛ)－第 D.2図に示す。 

ガンマ線源強度は濃縮度

を想定したが、線源領域は燃料の自己遮蔽が小さくなるようにより保守的に

の小さい燃料要素のデータを用いて、燃料一体の線源領域を

直方体とした。側面モデルにおける線源領域のモデ

ル化にあたっては の燃料要素を断面積の等しい円筒形状に均一に混合した。そ

の際、バスケットの遮蔽効果は無視したが、(ﾛ)－第 B.6 図に示されている燃料バス

ケットと内容器胴とのギャップは、側面モデルの空間厚さ とした。この空間厚

さも考慮して、線源領域表面が、最も検出点に近くなるようモデル化した。 

輸送容器表面から 1ｍ離れた検出点での線量当量率は、ANISN コードによる計算で

は過大な安全側の評価となるため、空間領域の減衰計算は以下に示す方法で行った。 

ANISN コードによる遮蔽計算で求められた輸送容器表面の角度束を 4πφ

),E,r( s Ω
→→

とすれば、(ﾛ)－第 D.3 図に示す空間の計算点ｒp での線束φ )E,r( p

→
及び線

量当量率Ｄは、次式で計算される。 

φφ ∫∫Ω→
→

=
S

Epr '
),( ),E,r( '

s Ω
→→

ΩϕΩΩδ
→→→

d
r
dscos),( 2

'  （D.3-1） 

dE)E,r()E(KD pE

→
φ∫=  （D.3-2） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ 臨 界 解 析 
 

 

 

 







 

（ロ）－Ｅ－3 

(ﾛ)－第 E.1 表   燃 料 要 素 の 主 要 仕 様 

 

項  目 

 

燃料要素の名称 

全長 

(mm) 

断面寸法 

(mm) 

235Ｕ濃縮度 

（wt%） 

燃料要素 

１体当りの
235Ｕ（ｇ） 

輸送物当た

りの最大収

納数（体） 

備 考 



 

（ロ）－Ｅ－4 

(ﾛ)－第 E.2表  燃  料 板 の 主 要 仕 様（1／2） 

項  目 

 

燃料板の全長 

(mm) 

燃料板の

幅(mm) 

燃料板の

厚さ(mm) 

被覆材の

厚さ(mm) 

燃料板 1枚当

たりの重量

備 考 



 

（ロ）－Ｅ－5 

(ﾛ)－第 E.2表  燃  料 板 の 主 要 仕 様（2／2） 

項  目 

 

 

 

燃料要素の名称 

燃料板

1枚当

たりの
235Ｕ(g) 

重量 

燃料板

の芯材

長さ 

(mm) 

燃料板

の芯材

幅 

(mm) 

燃料

板の

芯材

厚さ

(mm) 

燃 料 芯 材 備   考 
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（ロ）－Ｅ－11 

(ﾛ)－第 E.3図 ＫＵＲ標準燃料要素臨界計算モデル 
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(ﾛ)－第 E.6表 臨界解析に用いた燃料要素の原子個数密度組成（atoms/barn-cm） 
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E.4 未臨界性評価 

E.4.1 計算条件 

(1) 収 納 物 

解析対象である収納物の 4種類の燃料要素を(ﾛ)－第 E.7表に示す。 

 

(ﾛ)－第 E.7表 解析対象燃料要素 

項  目 

 

燃料要素の名称 

235Ｕ濃縮度 

 

(wt%)＊ 

輸送物当たり

の最大収納数 

(本) 

 

(2) 輸送容器 

解析対象である輸送容器の内容器を(ﾛ)－第 E.3図に示すとおり輸送物の表面と

して評価する。 

 

E.4.2 輸送物への水の浸入等 

内容器へ水は浸入するものとして臨界性を評価するために、水密度をパラメータと

して臨界解析を行った。最大の実効増倍率を示す場合は、水密度 0.02g/cm3の時であり、

このときでも、未臨界であることを確認した。このとき、水の浸入によって輸送物の

配列変化や接近及び温度変化はないものとした。 

水密度の影響を評価した結果を付属書類の E.7.1に示す。 
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E.4.3 計算方法 

臨界計算は、 

ＳＣＡＬＥシステム(1-3)を用いて臨界計算を行った。keffの計算には、ＳＣＡＬＥシ

ステム内蔵の 3 次元モンテカルロ法臨界解析コードＫＥＮＯ－ⅤＩ を用いた。また、

核データライブラリは、ＳＣＡＬＥシステム内蔵のＥＮＤＦ／Ｂ－Ｖ 238 群ライブラ

リを用いた。 

の共鳴自己遮蔽効果については、ＳＣＡＬＥシステム内蔵の共鳴処理コー

ドＢＯＮＡＭＩ、及びＣＥＮＴＲＭを用いた。ＫＥＮＯ－ⅤＩの説明を E.7.2 に示す。 

以上の臨界計算の流れを(ﾛ)－第 E.6図に示す。 
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(ﾛ)－第 E.6図 臨界計算の流れ 

ＳＣＡＬＥシステム 

ＥＮＤＦ/Ｂ－Ｖ 

238 群ライブラリ 

K E N O – V Ｉ 

モンテカルロ法臨界計算 
 

実 効 増 倍 率 

ＢＯＮＡＭＩ 

ＣＥＮＴＲＭ 

（共鳴処理） 
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(ﾛ)－第 E.8表 冠水時臨界計算結果 

 

燃料要素の名称 燃料芯材 

235Ｕ*1 

濃縮度

(wt%) 

235Ｕ*1 

重量 

(g/体) 

収納*2 

体  数 keff±１σ keff＋3σ 
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E.5 ベンチマーク試験 

(1) ベンチマーク試験 

本解析で用いた SCALE システムにある MGCL ライブラリと KENO-V.a コードの組

合せの計算精度を検証するために、 

(a)日本原子力研究所で行われた 被覆の低濃縮 UO2 燃料棒を軽水中に

配列した臨界実験(TCA臨界実験)(3) 

(b) ORNL で SPERT-D 燃料( )で行われ

た臨界実験(国際ベンチマーク試験)(4) 

(c) JRR-4(濃縮度 、板状燃料)で行われた臨界実験(5) 

について解析し、その評価を行った。 

 

(2) ベンチマーク試験の詳細 

(a) TCA臨界実験 

対象としたベンチマーク臨界実験は、日本原子力研究所の軽水臨界実験装置

TCA(Tank-type Critical Assembly)で臨界水位測定実験である。その実験は、

燃料の種類、格子パーターン、格子ピッチ、配列、中性子吸収材の有無等を変

化させて行われた。燃料には UO2及び PuO2が用いられた。この実験の内の 235U濃

縮度 2.6%の UO2 燃料棒を軽水中に配列した実験から格子及び配列のピッチの異

なる 5ケースを選び、MGCLライブラリと KENO-V.a コードの組合せにより解析し

た。 

TCAの臨界実験タンクと UO2燃料棒を（ロ）-第 E.7図に示す。 

タンク内に UO2燃料棒は格子状に配列され、4種類の格子ピッチ(水と UO2の体

積比で 1.50、1.83、2.48、3.00)で燃料棒の数を変えて実験が行われた。ここで

は、燃料体水体積比が 1.50 から 2 ケース、その他から各ケースずつを選んで、

解析した。 
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(b) 国際ベンチマーク実験 

OECD/NEA は、臨界安全解析コードの検証のために 1994 年に ICSBEP 

(International Criticality Safety Benchmark Evaluation Project)を計画し、

臨界データハンドブック(International Handbook of Evaluated Criticality 

Safety Benchmark Experiments)1)が作成された。その中に、米国 ORNLで SPERT-D

燃料(ウランアルミニウム合金、235U濃縮度 93.17%、形状：（ロ）-第 E.8図、（ロ）

-第 E.9 図参照)を用いて燃料貯蔵、輸送、再処理の仕様を決めるために行われ

た臨界実験(ケース数 23)が記述されている。これらの中から JRR-4 の体系に近

い臨界データを３ケースを選び、国際ベンチマーク試験データとし、MGCL ライ

ブラリと KENO-V.aコードの組合せにより解析した。その 3ケースを下記に示す。 

（ⅰ）CASE3(SPART3) 

格子の形状：4×3.09、臨界燃料本数：12.36±0.17、臨界量(235U):3.79

±0.05kg、格子配列：（ロ）－第 E.10図参照(図に示す燃料体の数字は

を示す) 

（ⅱ）CASE15(SPART15) 

格子の形状：16×3、臨界燃料本数：48、臨界量(235U):19.62kg、格子配列：

(ロ)－第 E.10図参照(図に示す燃料体の数字は を示す)  

（ⅲ）CASE23(SPART23) 

格子の形状：6×5.55、臨界燃料本数：33.12±0.10、臨界量(235U):10.15

±0.03kg)、235U 濃度:3.99ｇ/、ボロン濃度:0.871ｇ/、格子配列：（ロ）

－第 E.10図参照(図に示す燃料体の数字は燃料板数を示す)  

(c) JRR-4臨界試験 

JRR-4は最大出力 3.5MWのスイミングプール型研究用原子炉である。燃料は低

である。燃料要素は 4×5の格子に

配列され、その周囲に黒鉛反射体(リドタンク側、大型反射体はアルミニウム反

射体)、照射筒、中性子源が配置されている。板状の 5 本の制御棒と後備安全棒

は燃料要素間及び燃料要素と反射体間にある。減速材、冷却材は軽水である。（ロ）

－第 E.11図及び（ロ）－第 E.12図にそれぞれ燃料要素及び炉心配置図を示す。

平成 10年７月に最小炉心及び全炉心臨界試験が実施された。 
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（ロ）－第 E.7図 T C A 臨 界 実 験 体 系
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（ロ）－第 E.8図  SPERT-D燃料 
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（ロ）－第 E.9図  SPERT-D 燃料（続き）
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（ロ）－第 E.10図  炉心配置図 
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(ﾛ)－第 E.10表 水密度の変化に伴う実効増倍率の変化 

   

水 密 度 

（ｇ／cc） 
kｅｆｆ 1σ kｅｆｆ＋3σ 

1.00 

0.5 

0.1 

0.001 

0.00 



 
 
 
 
 
 

G 規則及び告示に対する適合性の評価 
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（ロ）－Ｇ．規則及び告示に対する適合性の評価 

本輸送物は（ロ）－第 G.1 表に示すように、規則及び告示に定める技術基準の該当項

目に合致している。





























 

（ロ）－Ｇ－15 

規則の項目 告示の項目 説  明 
申請書記載 

対応項目 
備 考 

においた輸送物の状態について、外容器

の一部に変形が生じるが、内容器、内容

器蓋、バスケットの構造健全性は確保さ

れる。 

核分裂性輸送物に係る特別の試験条

件に置くこととした場合、一般の試験条

件の履歴を受けたのちに、落下試験、熱

的試験、浸漬試験に置いた輸送物の状態

について、外容器の変形、緩衝材及び断

熱材の一部に損傷が生じるが、内容器、

内容器蓋、バスケット及び収納物が破損

することはない。 

第 11 条 第 23条 

 

 

 

本輸送物は、ウラン 235を 15g 以上収

納し、ウラン 235 の濃縮度が

で核分裂性輸送物の要

件に該当する。 

(ｲ)-B 
(ｲ)-D 

 

 

第 11条第 1号 第 24条 

別記第 11 

  第 1号 

 

 

  第 2号 

 

 

（一般の試験条件） 

 50mm/h の雨量に相当する水を 1 時間

水吹き付けた場合の影響を評価してい

る。 

 本輸送物の最大総重量は で

あり、落下高さ 1.2ｍである。落下時に

受ける最大損傷を評価できるように解

析している。 

 

 

(ﾛ)-A.9.1 

 

 

(ﾛ)-A.9.1 

 

 

 

 

 

第 11条第 1号 

（つづき） 

  第 3号 

 

 

 

 

 自重の輸送物の 5 倍に相当する荷重

を付加したほうが厳しい条件となるた

め、この条件における内容器の強度を評

価している。 

 

の高さから本輸送物の最も弱い部分に

落下させたとしている。 

(ﾛ)-A.9.1 

 

 

 

(ﾛ)-A.9.1 

 

 

 






